
宇都宮市、芳賀町及び宇都宮ライトレール株式会社からの 
軌道運送高度化実施計画の認定申請に係る審議（第１回） 

 
 
１．日 時 

平成２８年６月２１日（火） １０時３０分～１２時１０分 
 
２．場 所 
  国土交通省 ２号館１４階 運輸審議会審議室 
 
３．出席者 

＜委 員＞ 
鷹箸有宇壽（会長）、原田尚志（会長代理） 
松田英三、河野康子、根本敏則、山田攝子 

 
 ＜国土交通省＞ 
  鉄道局：大野鉄道事業課長ほか 
  事案処理職員：運輸審議会審理室 川﨑、木村 

 
４．議事概要 
 
 ○ 鉄道局が宇都宮市、芳賀町及び宇都宮ライトレール株式会社からの軌道

運送高度化実施計画の認定申請の概要等について説明した。 
 
 ○ 運輸審議会委員からは、 
   ①上下分離方式の一番の問題点は安全である。維持管理を実際に行う主

体と管理する主体が異なるため、必要な安全対策がきちんと行われな

くなる可能性があり、現場の意見が管理する側まできちんと伝わる仕

組みが必要ではないか。 
   ②今回の申請区間の西側部分について、延伸を行う際の手続きはどうな

るのか。 
   ③需要予測について、LRT ができたとしても、ある程度は引き続き自動

車で工業団地に通勤する人もいると思うが、予測上どうなっているの

か。 
等についての指摘・質問があった。 
 



これに対し、鉄道局からは、 
①維持管理は宇都宮ライトレール株式会社が市町から委託を受けて実施

するが、その費用は市町に支払う使用料に反映される。最終的には宇

都宮ライトレール株式会社が安全に対する意識をしっかり持ちながら

維持管理を行うことと宇都宮ライトレール株式会社と市町の間で円滑

な意思疎通ができることが重要と考える。 
②改めて、軌道運送高度化実施計画の変更に係る認定申請が必要となる

ので、その際は相談したい。 
③ご指摘のとおり、需要予測上も、LRT 沿線住民の全てが LRT を利用す

るわけでないが、ある一定程度の割合で利用者が転換する試算となっ

ている。 
等の回答を得た。 

 
 

（注） 事案処理職員とは、運輸審議会一般規則第７条の２の規定に基づき、運

輸審議会の指名を受け、指定された事案を処理する国土交通省職員のこ

とである。 


